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右の図における�K�のおよその大き

さを，三角比の表を用いて求めよ。

１

長さ����P�のはしごを建物の壁にかけたら，はしごの上端がちょうど建物の上端に一致し２

た。はしごと地面のなす角が�����であるとき，この建物の高さは何�P�か。小数第���位を

四捨五入して求めよ。

傾斜角�����の斜面をもつスキーゲレンデを�����P�滑り下りたとき，水平方向には何�P�進３

むことになるか。��P�未満を四捨五入して求めよ。

ある地点�$�から木の先端�3�を見上げた角度は�����であった。木に向かって水平に���P�進４

んだ地点�%�から�3�を見上げた角度は�����であった。木の高さを求めよ。ただし，目の高

さは無視する。

３‐２　三角比の応用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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�$ ����の直角三角形�$%&�の頂点�$�から斜辺�%&�に垂線�$'�を下ろす。�$%& K，５

%& D�であるとき，次の線分の長さを�D，K�を用いて表せ。
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建物の高さ�34�を知るために，建物の真西の地

点�$�から�3�を見上げた角を測ったら�����，真南

の地点�%�から�3�を見上げた角を測ったら����，

$，%�間の距離を測ったら����P�であった。

建物の高さを求めよ。

ただし，目の高さは無視する。

６

＜今日のふりかえり＞
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